
国庫負担金
18％

第2号被保険者
（40歳～64歳の方）
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（65歳以上の方）
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■介護サービス利用人数の見込み グラフ２

※数値は平成１２年度～１４年度の利用実績、高齢者人口の推移、ア
ンケート調査などから推計したもので、居宅サービスは１人
で複数のサービスを利用するため、認定者数とは異なります

ニ
ー
ズ
を
も
と
に
機
能
と
役
割
を
考
え
て
施
設

を
整
備
し
、必
要
量
の
確
保
に
努
め
ま
す
。さ
ら

に
、介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
で
き
る
だ
け
住

み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
、安
心
し

て
在
宅
で
介
護
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

平
成
１５
年
度
〜
１７
年
度
の
介
護
保
険
料

試
算
で
月
額
２
千
９
７
６
円

介
護
保
険
料
は
半
分
を
国
・
県
・
市
が
、残
り

の
３２
％
を
第
２
号
被
保
険
者（
４０
歳
〜
６４
歳
の

方
）、１８
％
を
第
１
号
被
保
険
者（
６５
歳
以
上
の

方
）に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
３
）。さ
ら
に
、国
庫
負
担
金
の
う

ち
５
％
は
、市
町
村
の
高
齢
者
の
所
得
状
況
や

７５
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
な
ど
に
よ
り
変
わ
る

も
の
で
、狭
山
市
で
は
２
・
２９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
５
％
か
ら
２
・
２９
％
を
引
い
た
２
・
７１

％
は
保
険
料
で
賄
う
こ
と
と
な
り
、第
１
号
被

保
険
者
の
方
に
２０
・
７１
％（
１８
％
＋
２
・
７１
％
）を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
数
値
を
基
に
、次
期
計
画
に
お
け
る
要

介
護
認
定
者
数
の
増
加
な
ど
に
よ
る
居
宅
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
増
大
や
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
基
盤
整
備
な
ど
を
ふ
ま

え
、平
成
１５
年
度
か
ら
１７
年
度
の
介
護
保
険
料

を
試
算
す
る
と
、月
額
３
千
１
９
４
円
と
な
り

ま
す
。そ
し
て
、こ
の
保
険
料
を
軽
減
す
る
た
め

に
、１４
年
度
ま
で
の
国
の
交
付
金
や
保
険
料
の

余
剰
金
の
う
ち
２
億
円
を
財
源
と
し
て
繰
り
入

れ
る
と
、基
準
月
額
は
２
千
９
７
６
円
と
な
り

ま
す（
表
１
・
図
１
）。

な
お
、介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、保
険
料
額

が
確
定
し
た
後
、保
険
料
の
減
免
制
度
や
利
用

料
の
助
成
制
度
と
と
も
に
、あ
ら
た
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
意
志
や
意
欲
を
尊
重
し

地
域
ぐ
る
み
、市
民
ぐ
る
み
で
育
む
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

「
高
齢
者
に
は
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し

て
も
ら
い
た
い
。」そ
れ
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、高
齢

者
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
健
康
を
保
つ
こ

■基本的な介護保険の財源内訳 グラフ３

サービスの種類

居宅サービス

�訪問介護�訪問入浴介護�訪問
看護�訪問リハビリテーション�
通所介護�通所リハビリテーショ
ン�福祉用具貸与�居宅療養管理
指導�短期入所サービス�グルー
プホーム�有料老人ホーム等
居宅介護支援

施設サービス

�介護老人福祉施設�介護老人保
健施設�介護療養型医療施設

区分
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■第１号被保険者（６５歳以上）の保険料の推計標準給付費 表１

■介護保険料の算出方法（試算） 図１

ここで示す保険料は、試算です。今後、国の介護報酬の見直しなどにより変更する場合があります。

１人当たりの介護保険料基準月額第１号被保険者全体の負担見込額

（
介
護
保
険
料
基
準
月
額
）

２
千
９
７
６
円

＝

（
１
か
月
当
た
り
）

１２
か
月÷

（
３
年
間
の
所
得
補
正
後
の
予
測
第
１
号
被
保
険
者
数
）

７
万
８
千
２
７
０
人

※２

÷

（
予
定
保
険
料
収
納
率
）

９８
・
００
％

÷

（
第
１
号
被
保
険
者
負
担
見
込
額
）

２７
億
３
千
９
５
６
万
２
千
２６
円

（
第
１
号
被
保
険
者
負
担
見
込
額
）

２７
億
３
千
９
５
６
万
２
千
２６
円

≒

（
介
護
保
険
給
付
費
基
金
の
取
崩
し
）

２
億
円－

（
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
）

１
千
４
１
２
万
５
千
７
１
４
円

※１

＋

（
第
１
号
被
保
険
者
負
担
見
込
割
合
）

２０
・
７１
％

×

（
３
年
間
の
標
準
給
付
費
合
計
）

１
４
１
億
２
千
５
７
１
万
４
千
３
９
９
円

と
に
心
掛
け
、趣
味
、学
習
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、就

労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

生
き
が
い
を
持
つ
と
と
も
に
培
っ
て
き
た
経
験

や
知
識
、技
術
な
ど
を
地
域
や
社
会
で
積
極
的

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
で
は
、高
齢
者
の「
生
き
が
い
意
欲
」を
引

き
出
す
き
っ
か
け
づ
く
り
を
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。さ
ら

に
、介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
は
、本
人
や
家
族

の
安
心
を
支
え
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

を
図
り
、良
質
で
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
と
提
供
に
努
め
ま
す
。

今
後
も
本
計
画
に
基
づ
き
、市
民（
高
齢
者
）

皆
さ
ん
の
活
発
な
活
動
と
地
域
の
支
援
、事
業

者
の
活
力
の
も
と
、狭
山
市
の
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
向
上
に
努
め
、高
齢
者
の「
元
気
づ
く
り
」、

「
安
心
づ
く
り
」に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
期
狭
山
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）に
、皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
内
線
１
５
７
３
・E

‐mail：
koreifuk@

city.sayam
a.saitam

a.jp

か

介
護
保
険
課
へ
内
線
１
５
５
２
・E

‐mail：
kaigo@

city.sayam
a.saitam

a.jp

※１介護保険財政の安定化のため、都道府県に設置する基金への拠出金（給付費合計の０．１％）
※２平成１５年度～１７年度の所得階層別被保険者数に負担割合を乗じた合計

合 計

６，２４９，９６７，８０３円

７，７６３，９８５，３５０円

８９，３１１，０００円

２２，４５０，２４６円

１４，１２５，７１４，３９９円

平成１７年度

２，４５２，６４７，４３１円

２，７５２，２７５，８５６円

３３，６８８，０００円

８，１６４，１５２円

５，２４６，７７５，４３９円

平成１６年度

２，０７６，０７１，７６９円

２，５９６，１９６，９５２円

２９，４９０，０００円

７，５２６，８１８円

４，７０９，２８５，５３９円

平成１５年度

１，７２１，２４８，６０３円

２，４１５，５１２，５４３円

２６，１３３，０００円

６，７５９，２７６円

４，１６９，６５３，４２２円

区 分

居宅サービス給付額

施設サービス給付額

高額介護サービス費給付額

算定対象審査支払手数料

標準給付費見込額

表１、図１の数値は、端数を処理して計算しています
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